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ること felix culpa を可能とする場であると結論づけている。人間悪の存
在，悲劇的現実を痛感しながらも，人間の善への可能性への期待を抱き，人
間を浄化し，再生することを可能とする場として森を捉えたという主張であ
る。
以上のように，本論文は，自然 その重要な要素となる森，あるいはメタ
ファーとしての森 に対する日本古来の感覚を今日的意識に高めてシェイク
スピアを読み込んだ解釈・分析を明確な文章と理論で展開していて，シェイ
クスピアの真髄に触れて傾倒した研究者の息吹を感じさせるものがある。重
要な先行研究を博捜精査して，納得できる言説には謙虚に依拠し，高名な学
者批評家の論説もときには批判して論考の刺激として受け取り，そのうえで
自説を冷静に推し進めている。
もっとも，本論文には表現上の問題，論証の端折りなど瑕瑾がなきにしも
あらずである｡『マクベス』における森などコメントはしているが本格的な
検討に値するかもしれない作品の存在も課題として残る。また,『冬物語』
論において，登場人物のパーディタを森という場の体現者とする解釈はユニ
ークで，それなりに本論文の価値を高めるとする評価を可能にするが，説得
性に欠けるとする批判もあろう。シェイクスピアのような古典的大作家の作
品解釈は万人を納得させることは不可能である。そのような文学批判の様態
についても改めて目を向けさせる力量を本論文は感じさせるのも事実である。
なお,『冬物語』論については，作品で重要な要素となっている時間も森と
の関連において考慮すれば，との指摘もあった。
シェイクスピアの森を対象とする本論文は，今後，シェイクスピア研究を
推進するのみならず，近年盛んになりつつある森・自然を扱った英米および
日本の文学研究，また森・自然をテーマとする東西の自然環境論・文化論に
発展することも期待させる労作である。
以上の諸点を総合して，本学位申請論文は専攻分野において研究者として
自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力とその基礎となる豊かな学
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識を示していると判断できる。なお，外国語については，初期近代英語で書
かれたテクストおよび英語で発表された多くの先行研究を綿密に吟味した本
論文の性質上，全体の試問に包含して合格と判断した。
以上の結果，本課程博士学位論文審査委員会は，宮之原匡子氏は博士（比
較文化学）の学位を授与される資格があるものと認める。
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